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１．事業概要

◆はじめに

広域図

位置図

方法書：P3-2、5
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１．事業概要

◆都市計画対象道路事業の目的

本事業における政策目標

方法書：P3-1
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１．事業概要

◆都市計画対象道路事業の内容

方法書：P1-1、2-1、3-2、3-4
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１．事業概要

都市計画対象道路事業実施区域及びその周囲位置図

注1：「都市計画対象道路事業実施区
域」とは、本事業の実施により、
土地の形状の変更並びに工作物
の新設及び増改築がありうる範
囲であり、工事施工ヤード及び
工事用道路等の設置が想定され
る概ねの範囲を含みます。なお、
都市計画対象道路事業実施区域
は方法書の作成の時点において、
本事業の実施が見込まれる区域
であり、変更の余地のないもの
として決定したものではありま
せん。

注2：本図面の範囲を「都市計画対象
道路事業実施区域及びその周
囲」（以下、調査区域）といい
ます。

方法書：P3-2、3



【トンネル構造の例】
第2種第1級のみ
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１．事業概要

都市計画対象道路の構造の概要

方法書：P3-4

注：一般的な構造の例です。

【盛土構造の例】
第2種第1級のみ

【橋梁構造の例】
第2種第1級（第2種第2級）
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２．環境影響評価方法書の手続き

◆環境影響評価（環境アセスメント）とは

環境影響評価に関する図書

方法書： －



8

２．環境影響評価方法書の手続き

◆環境影響評価と都市計画の手続きの流れ

環境影響評価及び都市計画の手続きへ

計画段階評価の経緯

方法書：P3-5
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２．環境影響評価方法書の手続き 方法書：P3-25



環境影響評価の方法の決定

（項目、調査・予測・評価の手法）

意見の概要の作成

方法書の作成

方法書の公告・縦覧（１ヶ月）

説明会の開催

環境影響評価の項目並びに調査、予測

及び評価の手法について環境保全の見

地からの意見を求めるために行います。

方法書について、環境保全の見地

から意見のある人は誰でも意見書

を提出することができます。

意見書の提出期限はp12に記載して

います。

地域の皆様等の意見※

知事の意見

市長の意見
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２．環境影響評価方法書の手続き

◆環境影響評価の方法の決定までの流れ

方法書： －

現在はこの
段階です
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要

◆都市計画対象道路事業実施区域及びその周囲の概況（地域特性／自然的状況）

方法書：P4-1-3～7
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-13～19

● 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質が5地点で測定されており、すべての地点で環境基準を達成して
います。実施区域には1地点が存在します。

：都市計画対象道路事業実施区域

：実施区域内に位置するもの

気象・大気質測定地点位置



道路交通騒音測定地点位置

13

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-20～22

● 道路交通騒音が30地点で測定されており、29地点で環境基準を達成しています。実施区域には4
地点が存在します。一般環境騒音及び道路交通振動の測定に関する公表資料はありません。

：実施区域内に位置するもの

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-26～36

● 河川では、浮遊物質量（SS）が10地点で測定されており、すべての地点で環境基準を達成して
います。実施区域には2地点が存在します。

：実施区域内に位置するもの

水質及び底質測定地点位置図

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-50～53

● 重要な地形及び地質として、屋島、熔岩台地、適潤性火山系暗赤色土等の7箇所が分布しています。
実施区域には1箇所が分布しています。

：実施区域内に位置するもの

重要な地形・地質分布図

：都市計画対象道路事業実施区域



３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-57～72

● 生息記録のある重要な動物種として317種があげられます。このうち確認位置が特定できた重要な動物
種としてはミナミメダカ等が存在します。実施区域には、ニホンウナギ、ミナミメダカ等が存在します。

● なお、調査区域及び実施区域には、注目すべき生息地として「生物多様性の観点から重要度の高い湿
地（東讃部および中讃部の水田・ため池群）」があります。
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■重要な動物種の状況
文献記載種の一例種 数

ニホンイタチ1種哺乳類

オシドリ、クイナ、セイタカシギ、ミサゴ、アオバズク等50種鳥 類

ニホンイシガメ、ニホンスッポン、タワヤモリ、ニホントカゲ、タカチホヘビ5種爬虫類

イシヅチサンショウウオ、セトウチサンショウウオ、トノサマガエル等6種両生類

ニホンウナギ、カワバタモロコ、チュウガタスジシマドジョウ、シロウオ等32種魚 類

シコクトゲオトンボ、コムラサキ、オオヨツボシゴミムシ、トゲアリ等148種昆虫類・クモ類

ツボミガイ、ウミニナ、マツモトウロコガイ、マシジミ、テナガツノヤドカリ等50種底生動物

サドヤマトガイ、カゴシマノミギセル、トサビロウドマイマイ等25種陸産貝類

備考）重要な動物種の選定基準は以下の資料に基づく。
選定基準 Ⅰ：「文化財保護法」（昭和25年5月30日法律第214号）

「香川県文化財保護条例」（昭和30年10月1日香川県条例第17号）
「高松市文化財保護条例」（昭和41年3月29日高松市条例第13号）
特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、県天：県指定天然記念物、市天：市指定天然記念物

選定基準 Ⅱ：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年6月5日法律第75号）
国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種

選定基準 Ⅲ：「香川県希少野生生物の保護に関する条例」（平成17年7月15日香川県条例第44号）
指定：香川県指定希少野生生物

選定基準 Ⅳ：「環境省レッドリスト2020の公表について」（令和2年3月27日、環境省）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

選定基準 Ⅴ：「香川県レッドデータブック 2021 香川県の希少野生生物」（令和3年3月、香川県）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

選定基準 Ⅵ：「環境省版海洋生物レッドリストの公表について」（平成29年3月21日、環境省）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-68～71

：都市計画対象道路事業実施区域

重要な種の生息地位置図
（鳥類、爬虫類、両生類、魚類）
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-68～71

重要な種の生息地位置図
（昆虫類、底生動物、陸産貝類）

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-76～91

● 生育記録のある重要な植物種として183種があげられます。このうち確認位置が特定できた重要な植物
種としてはハガクレカナワラビ等が存在します。また、重要な植物群落が2箇所、天然記念物が7箇所、
巨樹・巨木林が11種類、自然記念物が4箇所、保存木が2箇所あります。実施区域には、天然記念
物が1箇所存在します。

■重要な植物種の状況
文献記載種の一例種 数区 分

ミズニラ、ヤノネシダ、キキョウ、アサザ、オミナエシ等183種植物

備考）重要な植物種の選定基準は以下の資料に基づく。
選定基準 Ⅰ：「文化財保護法」（昭和25年5月30日法律第214号）

「香川県文化財保護条例」（昭和30年10月1日香川県条例第17号）
「高松市文化財保護条例」（昭和41年3月29日高松市条例第13号）
特天：特別天然記念物、国天：国指定天然記念物、県天：県指定天然記念物、市天：市指定天然記念物

選定基準 Ⅱ：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年6月5日法律第75号）
国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種

選定基準 Ⅲ：「香川県希少野生生物の保護に関する条例」（平成17年7月15日香川県条例第44号）
指定：香川県指定希少野生生物

選定基準 Ⅳ：「第5次レッドリスト（植物・菌類）の公表について」（令和7年3月18日、環境省）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

選定基準 Ⅴ：「香川県レッドデータブック 2021 香川県の希少野生生物」（令和3年3月、香川県）
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

選定基準 Ⅵ：「国立・国定公園における植物の保護対策について（指定植物）」（平成7年7月22日、環境省）
①：分布の特殊性を有する種、②：絶滅危惧種及び希少種、③：希少な動物の生息に必要な種、④：特殊な栄養摂取を行う種、⑤：特殊な条件の立地に生育する種
⑥：季観を構成する特徴的な種、⑦：園芸業者、薬種業者、マニア等の採取対象となる種、⑧：その他各公園の実情に応じて選定する種
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-83、84

重要な植物の生育地位置図

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-85、86

重要な植物群落位置図

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-87、88、90

その他の注目すべき植物位置図
（天然記念物、巨樹・巨木林）

：実施区域内に位置するもの

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-88、89、91

その他の注目すべき植物位置図
（自然記念物、保存木）

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-92、93

● 地域を特徴づける生態系としては、「山地・丘陵地の樹林を中心とする生態系」、「低地の水田を中
心とする生態系」、「水域の河川、河口域を中心とする生態系」の3つが存在すると考えられます。

自然環境類型区分図

：都市計画対象道路事業実施区域



：実施区域内に位置するもの 25

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-102～106

● 主要な眺望点として遊鶴亭、サンポート高松等の19箇所、景観資源として屋島、栗林公園等の25箇
所があります。実施区域には5箇所があります。

景観資源、主要な眺望点

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-1-107～110

● 主要な人と自然との触れ合いの活動の場として玉藻公園、屋島サイクリングコース等の３5箇所がありま
す。実施区域には4箇所があります。

主要な触れ合い活動の場

：都市計画対象道路事業実施区域：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-1～6

◆都市計画対象道路事業実施区域及びその周囲の概況（地域特性／社会的状況）
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-18、19

● 高松市における地目は、山林の占める割合が最も高く、次いで宅地、田、畑となっています。

土地利用現況図

：都市計画対象道路事業実施区域

注：「高松市における地目」の記載につ
いては「統計年鑑（香川県政策
部）」に基づきます。一方、図面に
ついては、参考として「国土地理院
土地利用細分メッシュデータ（国土
交通省）」の「土地利用現況図」を
示しているものであるため、利用の
区分等の記載が一致しない箇所があ
ります。



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-29～33、35

● 高速自動車国道として高松自動車道が、一般国道として一般国道11号等が、主要地方道として高松
王越坂出線等があります。実施区域には、高松自動車道や一般国道11号等があります。

道路交通網及び交通量調査地点位置図

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-37～81

● 環境の保全についての配慮が特に必要な施設として、小学校37校、中学校20校、高等学

校14校、大学・短期大学7校、特別支援学校4校、高等専門学校・専修学校・各種学校

23校、認定こども園29箇所、幼稚園33箇所、保育所118箇所、病院29箇所、図書館4

箇所、社会福祉施設が多数存在します。

● 実施区域には、小学校3校、大学・短期大学1校、特別支援学校1校、高等専門学校・

専修学校・各種学校5校、幼稚園4箇所、保育所15箇所、病院2箇所、社会福祉施設

が多数が存在します。



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-37～81

学校

：都市計画対象道路事業実施区域



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-37～81

病院、幼稚園等

：都市計画対象道路事業実施区域
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-37～81

：実施区域内に位置するもの

社会福祉施設

：都市計画対象道路事業実施区域



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-83、84

● 「都市計画法」に基づき、高松市内市街地を中心として用途地域が指定されています。実施区域には、
第一種中高層住居専用地域、商業地域、工業地域等が存在します。

用途地域図

：都市計画対象道路事業実施区域



：実施区域内に位置するもの
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-137、138

● 「自然公園法」により指定された国立公園として、瀬戸内海国立公園があります。実施区域には、瀬戸
内海国立公園の普通地域があります。

自然公園位置図

：都市計画対象道路事業実施区域



：実施区域内に位置するもの

36

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P4-2-142、145

● 「景観法」に基づき、高松市では「高松市景観計画」が策定されており、高松市景観計画で定められ
た景観形成重点地区が存在します。実施区域には、景観形成重点地区の都市軸沿道（11・193号
等）地区が存在します。

景観形成重点地区図

：都市計画対象道路事業実施区域
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方法書： P6-1～5
P7-1～6

●令和7年5月の配慮書公表後、主務大臣である国土交通大臣並びに、関係する地方公共団体の長であ
る香川県知事及び高松市長に、配慮書についての環境の保全の見地からの意見を求めました。

件数環境要素

3件総論

1件大気環境

1件水環境

1件動植物及び生態系

1件景観

1件廃棄物等

1件温室効果ガス等

9件合計

■国土交通大臣の意見の概要 ■関係する地方公共団体の長の意見の概要
件数

環境要素
高松市香川県

3件全体的事項
3件1件大気環境

1件水環境
1件動物、植物、生態系
1件景観

1件人と自然との触れ合いの活
動の場

1件その他
3件9件合計

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要

◆配慮書に対する国土交通大臣、関係する地方公共団体の長の意見
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◆専門家等による技術的助言

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-1～3

●環境影響評価の項目並びに調査・予測・評価の手法の選定にあたって、専門家等から技術的助言を受け
ました。

技術的助言の内容専門分野環境要素等

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・実施区域の沿岸部側の地域については、地形的には南側に山がある範囲とない
範囲が存在するが、風況等については大きな差異はないと考えられる。
・沿岸部の地域は昼夜で風向、風速の状況が大きく変わると考えられる。風の状
況によって大気汚染物質の拡散状況も変化するため、予測の際は適切に考慮
すること。

気象学、気候学、
自然科学大気質

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・振動の状況については既存資料がないため、現地調査により地域の振動の状況
を適切に把握すること。
・高松市郊外にはため池だったところを埋め立てた場所が多くあり、同じ地域でも地
盤等の状況が異なる可能性があるため、地盤卓越振動数の調査地点の設定に
あたっては留意すること。

地盤工学、耐震
工学

振動、
低周波音

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・水質の現地調査においては降雨時の状況についても把握すること。
・市街地等の高層住居が多い地域においては、保全対象の高さも踏まえて騒音の
予測を行うこと。なお、騒音の環境保全措置として、遮音壁の設置を採用する
場合は、景観への影響についても配慮する必要がある。

環境工学、水環
境・水環境システ
ム、河川工学

騒音、水質

●専門家等の専門分野、助言内容（１／４）



39

◆専門家等による技術的助言

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-1～3

技術的助言の内容専門分野環境要素等

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・天然記念物としての屋島の指定範囲には埋め立て地等の自然地形ではない箇
所も含まれているため、現地調査の際には留意すること。
・既存資料において重要な地形及び地質が確認されている峰山の一部地域につ
いては、急傾斜地崩壊危険区域に指定されるなど、崩壊のおそれがある急傾斜
地であることから、調査、予測及び評価の際には留意すること。

廃棄物工学、応
用力学

地形及び地質、
廃棄物等

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・サンポート高松地区では瀬戸内の景観を活かした整備が進められており、景観へ
の配慮が必要と考えられることから、調査、予測及び評価の際には留意すること。
・主要な眺望景観以外に身近な自然景観についても配慮が必要と考えられる。

建築計画、都市
景観

日照阻害、景観、
人と自然との触れ
合いの活動の場

●専門家等の専門分野、助言内容（２／４）
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-1～3

技術的助言の内容専門分野環境要素等

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論
なし。
・当該地域にはニホンイタチとシベリアイタチの二種が生息しているが、外見
による同定は困難なため、DNA解析による同定を行うことが望ましい。
・調査地域はセトウチサンショウウオの分布域に重なる可能性があるため、
現地調査の際には留意すること。

哺 乳 類 、 鳥
類・猛禽類

陸上脊椎動物（哺
乳類・両生類・爬
虫類・鳥類・猛禽
類）、生態系

動物、生態系

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異
論なし。
・当該地域にはチュウガタスジシマドジョウが生息している可能性があるため、
現地調査の際には留意すること。
・当該地域では3月後半から４月前半にかけて河口部でシロウオが確認
される可能性があるため、魚類についてはこの時期にも調査を実施する
こと。

水生動物、魚
類

水生動物（魚類・
底生動物）、生態
系

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論
なし。
・地域特性の項目における重要な昆虫類の生息の情報については、出典
としている既存資料に古い文献等が含まれていることにより、現在は生
息していない種も抽出されている可能性があるため、現地調査の際には
留意すること。
・峰山周辺の自然環境への配慮が必要と考えられることから、調査、予測
及び評価の際には留意すること。

昆虫生態学

陸上無脊椎動物
（昆虫類・陸産貝
類）、生態系

◆専門家等による技術的助言

●専門家等の専門分野、助言内容（３／４）
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-1～3

技術的助言の内容専門分野環境要素等

・環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法について異論なし。
・当該地域には農地等も多く存在しており、それらの環境を利用する動植物への影
響が考えられることから、調査、予測及び評価の際には留意すること。
・事業による動物の移動経路の分断の影響が考えられることから、調査、予測及び
評価の際には留意すること。

植物生態学植物、生態系

◆専門家等による技術的助言

●専門家等の専門分野、助言内容（４／４）
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◆環境影響評価の項目

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-5
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-5
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-5
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-5
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◆環境影響評価の調査・予測・評価の手法

●調査・予測の手法（１／２）

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-6～24
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３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-6～24

◆環境影響評価の調査・予測・評価の手法

●調査・予測の手法（２／２）
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●評価の手法

評価の手法

本事業の実施により当該選定項目に係る環境要
素に及ぶおそれがある影響が、事業者により実行
可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減さ
れており、必要に応じその他の方法により環境の
保全についての配慮が適正になされているかどう
かを評価します。

回避又は低減に係る

評価

国又は関係する地方公共団体の基準又は目標と
調査及び予測の結果との間に整合が図られている
かどうかを評価します。

基準又は目標との整合性
の検討

３．高松環状道路（福岡町～檀紙町）環境影響評価方法書の概要 方法書：P8-6～24

◆環境影響評価の調査・予測・評価の手法


